
 
 
 
 
 
 
 

 

 
温かな姿 ～修学旅行の準備の様子から～ 

                                      校長 渡邉 等 

3 年生が修学旅行を前に「時間を意識する活動」（出発前キャンペーン）に取り組んでいます。スローガン

「自律を制する者は、自由を制す！」には、「自分たちを律することができれば、自由（や権利や可能性）が

広がってくる」という思いがあります。互いが律することを信じ合い、安心して自由に楽しく過ごせる生活

にすることが願いです。取り組みの様子を伝える 3 年生の日報（毎日、学級内で利用）を紹介します。 

また、係会が主体的に動いています。自分たちの力で、一人一人が嫌な思いをせず過ごせる環境を作るよ

うに知恵を働かせています。 

いよいよ出発です。実りのある修学旅行になることを楽しみにしています。 
 

やっぱり、「ありがとうございます」のひと言がうれしい 
 やっぱり、坂祝中学校の生徒は、温かい声をかけてくれる生徒が多いような気がします。最近も、教頭先

生は「坂祝中の生徒は、気持ちのいい挨拶や言葉がけができる」、白村先生が「作業をしていると本当にた

くさんの生徒がお礼と感謝の言葉を伝えてくれる」と話していました。みんな、実に自然に「ありがとうご

ざいます」を発してくれます。そういった言葉の投げかけやキャッチボールには、やっぱり心が温まりま

す。坂祝中の生徒たちに感心しています。 
 

生徒の発想が生きる坂祝中 
 草が生い茂り、管理がなかなか行き届かなかった中庭を、少しでも美しく有用なものにするように考え

ています。執行部の生徒が、全校生徒に「どんな中庭にしたいか」「中庭をどんな風に活用したいか」を聞

いたところ、「人工芝にしたい、ベンチを置きたい、寝転がることができたら…」など「憩いの場所にした

い」という意見が多く出されました。それをもとに、執行部の生徒がイメージ図にまとめてくれています。

少しでも実現できるといいなと完成を楽しみにしています。 

 「生徒の発想や思いが生きる」といえば、１０年ほど前、坂祝中の通学靴を「白のスポーツシューズ」に

決めたのは生徒会だったとのことです。以前を知る方に伺ったところ、12～13 年前は坂祝中の通学靴には

色や形の規定がなく、その中で当時の 3 年生の生徒から「坂祝中も機能的で統一感のある姿にしたい」と

の声が上がり、そのころの生徒会が議会で「運動に適するスポーツシューズ(白色)。雨天時は、レインシュ

ーズ又は長靴でもよい。」というルールを決めたようです。生徒の主体的な発想で学校生活を高めていく

形が以前から整っていったことに感心します。 
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廊下側に座っている山田詠子さんは、チャイムが鳴る 2 分前に廊下にいる学年の仲間達に聞こえる声で

「そろそろ授業準備するよ」と呼びかけています。髙橋皇右介さんと内輪ルアンさんは、時間の呼びかけと

机上の準備について呼びかけています。それぞれの班長は、自分の班員が準備できているかお互いに呼びか

け合っています。その呼びかけの輪が広がっていき、キャンペーン前と比べて（呼びかけられなくても）自

分で時間行動ができる姿が増えてきました。 

 

文化班班長の長谷川友月さんは、仲間に声をかけながら、バスレクの内容を田畑友花穂さんと相談して決

めていた。立石紗菜さんと渡邉れいかさんが、ディズニーランドの計画表をワードを使って作成した。途

中、田中咲良さんが手伝って協力し合って創り上げる姿があった。 

図書班の兼松光星さん、淺田應太さんは、新幹線の座席をホワイトボードにネームプレートを並べて決め

てくれた。みんなにとってベストな座席が組めるよう何度も話し合ってくれた。落合駿哉さん、長田怜依さ

ん、林快杜さん、兼松幸叶さんは、身長や細かい条件を考慮して写真隊形を決めてくれた。A 組図書班班長

の芝尾倖生さんが最終チェック。ベストな隊形ができた。 

自分の役割が終わった人が、終わっていない人を手伝いに行く姿があって素晴らしかった。 




